
素粒子脈動原理による原子核構造と核力の図説。  Terubumi Honjou. 

A figure of atomic nucleus structure and the nuclear force  

by the elementary particle pulsation principle. 

The proton releases an electron and turns into a neutron. 

The neutron absorbs an electron and turns into a proton. 

Both are the same elementary particles varying in a pulsatile timing. 

 

* A neutron is combined with a pulsating proton by nuclear force.  

* A proton and the neutron pulsate.  The crest and the valley of wave.  The valley and the valley. 

* When both came into contact, nuclear force acts. 

* The nuclear force is a compression power from dark energy. 

* A proton and the neutron look different in a pulsatile timing in the same elementary particle. 

* When both the proton and the neutron are even number units, it is boson. 

* When both the proton and the neutron are an odd number unit, it is fermion. 

* A proton and neutrons pulsate in 4-dimensions space. The mass is zero. By a wave trip. 

* The valley of the ripple due to the pulsation of the nucleon is an orbit, and the electron goes around 

the orbit. A proton and a neutron, the electron are existing particles. 

* The elementary particle pulsation principle describes a nuclear force, gravity, electromagnetism power 

integrally. 

     



 

 

 

 



 

 



 

 



 

 

 

素粒子脈動原理による原子核構造と核力の図説。 

 

陽子は電子を放出して中性子に変わり、中性子は電子を吸収して陽子に変わる。 

両者は素粒子脈動のタイミングが異なるだけで、同じ素粒子である。 

* 脈動する陽子と中性子が核力によって結合している。  

* 核力は陽子や中性子の波紋の谷と山、谷と谷が接触した際の暗黒エネルギーからの圧

縮力であると理解できる。 

* 重力も光子と光子とが接触した際の暗黒エネルギーからの圧縮力であり、核力と重力と

は類似の作用力である。 

* 核力は核子と核子との接触による近接作用であり、核内の作用。 



* 原子核の殻模型と液滴模型とに対応している。 

* 陽子と中性子は脈動のタイミングが違うだけで同じ素粒子に見える。 

* 電子を放出、吸収して陽子と中性子は相互変換する。 

* 両者は電子の静止質量分に相当する質量の差がある。  

* 陽子も中性子も偶数個だとボソンとして振る舞い、奇数個はフェルミオンとして振舞う。 

* 陽子や中性子は 4 次元空間で脈動し、波行程では質量ゼロになる。 

* 超弦理論のレベルではない、素粒子サイズにて超対称性が現れることにも対応する。 

* 陽子や中性子を脈動原理によるクオーク理論や素粒子サイズの超弦理論としても理解できる。 

* 陽子や中性子は 4 次元空間で脈動し、波行程では質量ゼロになる。 

* 核子の脈動による波紋の谷が電子軌道であり、電子はその軌道を周回している。 

陽子や中性子、電子等は実在する粒子である。 

* 素粒子脈動原理は、核力・重力・電磁気力を統一的に記述する。 

 



 

 

1980年学会発表した核力・重力・電磁気力の統一。 

 



 フェルミ粒子とボーズ粒子は脈動のタイミングがズレている。 

 

 

 

現在の量子力学は、上記の全行程が同時であるとしている。 

素粒子脈動原理は、上記行程が超短時間で順次行われているとした仮説である。 



 

 

 

素粒子脈動原理による不確定性原理の図説。 

 


